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道
内
一
若
い
ま
ち
千
歳
市
で
も
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
身

近
な
地
域
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
の

方
を
見
守
り
・
支
え
合
う
取
り
組
み

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
千
歳
市
の
高
齢
化
率
（
各
年
１
月

１
日
現
在
）
は
、
平
成
24
年
に
は

17
．６
％
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
27
年

に
は
20
．２
％
、
平
成
30
年
に
は
22
．

１
％
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
高
齢
化

率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
千
歳
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
運
営
協
議
会
で
は
、
平
成
20
年

７
月
か
ら
、
新
聞
販
売
店
や
郵
便
等

の
配
達
業
務
を
行
う
事
業
者
等
と
連

携
し
て
徘
徊
等
の
行
方
不
明
者
を
探

す
「
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
」
を
開
始
し
、
ま
た
、
平
成
26
年

10
月
か
ら
、
い
つ
も
と
違
う
異
変
に

気
づ
い
た
時
に
通
報
す
る
「
地
域
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
開
始

す
る
な
ど
し
て
、
町
内
会
連
合
会
、

民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
社
会
福
祉
協

議
会
の
四
者
が
連
携
し
て
、「＂
孤
立

化
＂
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
が
増
え

て
行
く
中
で
、
毎
年
冬
期
間
で
外
出

の
機
会
が
少
な
く
な
る
２
月
と
、
敬

老
の
日
を
迎
え
る
９
月
を
「
千
歳
高

齢
者
見
守
り

強
化
月
間
」

と
定
め
、
市

民
総
ぐ
る
み

で
高
齢
者
の

方
々
が
安
心

し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て

い
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
も
ご
近
所
づ
き
あ
い
の
中
で
、
ご
近
所
の
方
の
様
子
が

い
つ
も
と
違
う
等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
に
気
付
く
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
「
お
と
な
り
の
様
子
が
お
か
し
い
。
新
聞
が
２
～
３
日
分
溜
ま
っ

て
い
る
し
、
姿
も
見
か
け
な
い
。
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
…
。
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
鳴
ら
し
て
も
反
応
が
な
い
し
、
鍵
が
か
か
っ
て
い
る
の
で

中
ま
で
は
の
ぞ
け
な
い
…
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
近
隣
の
人
た
ち
が
心
配
し
て
も
、
鍵
が
か
か
っ

て
い
て
は
勝
手
に
他
人
の
家
の
中
に
入
り
、
安
否
を
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
発
見
が
遅
れ
、
孤
立
死
と
い
う

事
故
に
つ
な
が
る
場
合
も
出
て
き
ま
す
。

　

現
在
１
５
２
の
団
体
で
構
成
し
て
い
る
千
歳
地
域
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
運
営
協
議
会
で
は
、
安
心
の
た
め
の
登
録
制
度
「
事

前
登
録
制
度
」
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
世
帯
状
況
や
緊
急
連
絡
先
等
を
登
録
す
る
こ
と
で
、「
い

つ
も
と
様
子
が
違
う
」
と
通
報
が
あ
っ
た
時
に
、
登
録
さ
れ
た
情

報
を
活
用
し
て
迅
速
に
安
否
確
認
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

事
業
の
対
象
者
と
な
る
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
に
該
当
し
、

本
人
又
は
親
族
が
登
録
を
希
望
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

⑴　

概
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

⑵　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

⑶　

そ
の
他
、
登
録
が
必
要
と
判
断
し
た
世
帯

　

普
段
は
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
け
れ
ど
、
持
病
を
抱
え
て
い
た

り
緊
急
時
の
安
否
確
認
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
も
し
も
の
場
合
に
備
え
て
事
前
登
録
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

◆
お
問
い
合
わ
せ　

地
域
福
祉
係　
（
27
）
２
５
２
５

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
千
歳
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
千
歳
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
の
２
階
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
、
団
体
の
持
っ
て
い
る
労
力
・
技
術
・

趣
味
な
ど
を
い
か
し
て
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
人
」
と

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
必
要
な
人
」
を
結
び
つ
け
る
架
け
橋
と
し

て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
相
談
と
活
動

の
調
整
、
登
録
手
続
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
交
流
会
な
ど
の

情
報
発
信
、
活
動
に
必
要
な
機
材
の
貸
出
、
活
動
中
の
事
故
な
ど

に
備
え
る
保
険
の
取
扱
い
な
ど
で
す
。

　

特
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
＆
ラ
ン
チ
デ
ー
」

で
は
、
落
語
、
笑
い
ヨ
ガ
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
ヘ
ッ
ド
ス
パ
、
歌
謡
、

吟
詠
な
ど
、
皆
さ
ん
が
元
気
で
い
き
い
き
と
活
動
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
回
の
ラ
ン
チ
デ
ー
は
、
３
月

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

赤
い
羽
根
募
金
の
助
成
を

受
け
、
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
よ
う
な
支
援
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

『
事
前
登
録
制
度
』の
ご
利
用
を
！

地域見守りネットワークイメージ

千
歳
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

【第５回】

　平成29年度の赤い羽根共同募金運動に対しまして、たくさ
んの皆様から温かい募金やご支援をお寄せいただき誠にあり
がとうございました。
　戦禍によって発生した生活困窮者や深刻な経営難に陥って
いた民間の社会福祉施設などの支援を目的として、昭和22年
に創設された「共同募金」は、70周年を迎えました。
　時代の変遷とともにその役割を柔軟に拡大・変化させ、今
日では多様な福祉活動を財政面から支え続けています。
　千歳市共同募金会では、戸別募金・街頭募金・法人募金・
職域募金・イベント募金等を今年も実施いたしました。
　実際の募金活動については、町内会の役員の皆様が、戸別
募金封筒の各戸への配付・回収・集計、そして事務所へのお
届け、福祉団体の会員の皆様には街頭募金で協力の呼びかけ、
法人企業の職員の方には法人募金の調整や、職域としての募
金活動呼びかけを行っていただきました。このように多くの
皆様のご理解ご協力により行うことができた活動であり、ご
協力に心より感謝申し上げます。
　特に、今年は市内の企業様、イベント実行委員会の皆様の
ご理解をいただきイベント募金を多く実施することができま
した。出展場所を提供いただいた皆様、また、会場でポップ
コーンやバッジ等の頒布にご協力をいただいた来場者の皆様、
出店をお手伝いいただいた学生ボランティアの皆様にもお礼
申し上げます。
　また、町内会で行われた行事にポップコーンの機材を貸出
し、共同募金のPRと募金呼びかけを行っていただきました。
ご協力ありがとうございました。
　皆様からお預かりした募金は、北海道内の福祉施設や千歳
市内の地域福祉活動推進のために活用させていただきます。
　なお、募金の一部は北海道共同募金会において、災害等準
備金として積立てられており、被災地の災害ボランティアセ
ンターの立ち上げ・活動資金など、被災地を支援する活動に
役立てられておりますことをご報告申し上げます。
　なお、赤い羽根募金「ご当地千歳ピ
ンバッジ」は千歳市社会福祉協議会事
務所（東雲町１丁目11）で引き続き頒
布中です。
　500円の募金につき１個お渡しして
います。

始めよう「“孤立化”しない・させない」まちづくり
２月は「千歳高齢者見守り強化月間」です

●赤い羽根募金
7,379,744円

（前年同月比：108,711円減）
目標額8,200,000円（達成率：90％）

●歳末たすけあい募金
6,433,945円

（前年同月比：10,948円増）
目標額7,500,000円（達成率：86％）

平成29年度

赤い羽根共同募金中間報告

ご協力ありがとうございました。
（平成29年１月15日現在）

　共同募金は、
地域のさまざま
な福祉活動に助
成されています。
　こちらのコー
ナーでは、共同
募金の助成を受
けた団体や、活
動について紹介
します。

地
域
福
祉
の
情
報
紙

地
域
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ランチデー落語会
噺家：三俳亭貴生　氏
（札幌落語倶楽部）



　本会では、千歳市からの委託を受け、聴覚等に障がいがある
ため意思疎通が困難な方からの依頼に対して、手話通訳者並び
に要約筆記者の派遣を行っています。
　聴覚障がい者と健聴者とのコミュニケーション支援のため、
手話通訳者と要約筆記者を次の要領により募集いたします。

<千歳市登録手話通訳者推薦審査>　　
　手話通訳者として千歳市に登録を希望される方の審査を実施
します。
　１　対　　象：千歳市内在住の満20歳以上の方
　２　と　　き：平成30年３月３日（土）13：00～14：30
　３　と こ ろ：千歳市社会福祉協議会事務所
　４　審査内容：手話技術審査（読み取り、聞き取り）、面接

試験、事前に提出していただいた小論文
　　　　　　　　小論文（400字詰原稿用紙２枚以内）
　　　　　　　　テーマ「ろうあ者とのふれあいを通して思うこと」
　５　申込書類：申込書（指定用紙）
　６　受付期間：平成30年２月１日（木）～２月28日（水）

<千歳市登録要約筆記者（候補者）>　
　聴覚に障がいのある方たちに文字で情報を伝える要約筆記者
（候補者）として千歳市に登録を希望される方を募集します。
　１　対　　象：地方公共団体等が主催する要約筆記奉仕員

養成講座等を修了した方で登録要約筆記者
として活動ができる千歳市内在住の満20歳
以上の方

　２　申込書類：申請書（指定用紙）、講座修了証書（写し）、
写真（縦３㎝×横2.5㎝）１枚

　３　受付期間：平成30年２月１日（木）～２月28日（水）

◆問い合わせ　
　ボランティア係　電話（27）2525　FAX （27）2528
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地域福祉を支える社協会員の募集

　

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
で
は
、
40
歳
以
上
の
千
歳
市
民
を
対
象

に
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
の
貸
出
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
発
祥

の
２
本
の
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
行
す
る
全
身
を
使
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
体
力
に
自
信
の
な
い
方
や
足
腰
に
痛
み
の
あ
る
方
も
大

丈
夫
。

　

貸
出
の
際
に
は
、
安
全
に
、
よ
り
楽
し
く
、
効
果
的
に
続
け

る
た
め
の
、
使
い
方
・
歩
き
方
を
ご
指
導
し
ま
す
。
貸
出
と
返

却
時
に
は
握
力
と
歩
く
速
度
の
測
定
を
し
ま
す
。

　　

●
貸
出
場
所　

千
歳
市
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
東
雲
町
１
丁
目
11
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
あ
わ
せ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

　

●
料　
　

金　

無　

料

　

●
貸
出
期
間　

最
長
６
ヵ
月

　

●
貸
出
受
付
時
間

　
　
（
月
～
金
）

 　
　

８
時
45
分
～
17
時
15
分

　
　

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　
「
会
員
」
は
、
社
協
の
地
域
福
祉
推
進
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

年
会
費
を
納
め
て
支
援
し
て
く
だ
さ
る
団
体
、
企
業
、
個

人
の
方
々
で
す
。
社
協
活
動
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

地
域
福
祉
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

○
個
人
・
団
体
賛
助
会
員

　

年
会
費
（
一
口
）
二
，
〇
〇
〇
円

○
企
業
会
員　

年
会
費
（
一
口
）
一
〇
，
〇
〇
〇
円

●
会
員
紹
介

　

平
成
29
年
11
月
～
12
月
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

《
個
人
賛
助
会
員
》（
11
月
）
５
名　
（
12
月
）
８
名

《
企
業
会
員
》（
11
月
）
２
法
人

有
限
会
社
丸
吉
茅
野
商
店　

有
限
会
社
ピ
ュ
ア
・
ホ
ー
ム

 

《
団
体
賛
助
》

（
11
月
）
２
団
体

北
海
道
退
職
公
務
員
連
盟
千
歳
支
部　

清
水
町
５
丁

目
町
内
会

（
12
月
）
３
団
体

ひ
ば
り
ヶ
丘
扇
寿
ク
ラ
ブ　

千
歳
市
赤
十
字
奉
仕
団　

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
千
歳
市
地
区

平
成
29
年
度
会
員
数
1
月
12
日
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
は
目
標
数
）

　

個
人
賛
助
会
員　

３
３
２
名
（
３
７
５
名
）

　

団
体
賛
助
会
員　

２
７
２
団
体
（
２
７
０
団
体
）

　

企
業
会
員　
　
　

１
０
８
法
人
（
１
２
０
法
人
）

千歳市意思疎通支援事業

登録手話通訳者・登録要約筆記者の募集について

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、

応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
養
成
講
座
で
は
、
認

知
症
に
関
す
る
基
礎
地
意
識
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

の
対
処
方
法
な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

修
了
者
に
は
、
認
知
症
の
人
を
支
援
す
る
意
思
を
示
す
も

の
と
し
て
オ
レ
ン
ジ
色
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
日　

時　

平
成
30
年
２
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
00
分

●
会　

場　

千
歳
市
社
会
福
祉
協
議
会
２
階
会
議
室
２
・
３

●
参
加
料　

無　

料

◆
詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　
　
　
　
　

介
護
予
防
係　

電　

話
（
23
）
０
０
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
23
）
０
０
２
２

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集
！

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル

貸出中

　千歳市では、高齢者や障がい者及び福祉関係者の組織する福祉団体等への活動
支援の一つとして千歳市福祉バスを運行しています。
　社会福祉協議会は、運行管理業務を千歳市から受託し利用団体の予約会の開催、
申請書受理、運行調整等を行っています。
　平成30年度の運行については、概ね次のとおり予定しておりますが、安全運転
管理上変更する場合がありますことと、年間の運行計画日数及び距離数に達した
場合は運行できないこともございますことをあらかじめご了承の上、ご利用願い
ます。詳細は、事務局までお気軽にお問合せください。

◎利用できる団体：千歳市社会福祉関係登録団体、老人クラブ、町内会（市内にて
福祉関係の行事等を主催する実行委員会等を含みます）

◎利 用 日 数：	日帰り又は１泊２日以内　※宿泊を伴う場合は、運転手の宿泊
先の手配（１人部屋・夕朝食付）をお願いします。

◎利 用 時 間：	８時00分～18時00分まで
◎利用距離数：	日帰り利用：概ね300㎞以内
	 １泊２日の場合：１日あたり概ね250㎞以内
◎乗 車 定 員：	１号車（大型バス）／20～50名　※乗車定員は補助席を含む

	 ２号車（リフト付マイクロバス）／10～19名
◎利 用 回 数：１団体につき年１回まで

※ただし、上部団体主催の大会参加や視察研修の内容によって利用可能な場
合がありますのでご相談ください。

◎運行期間（予定）：2018年４月23日（月）～2019年３月31日（日）
◎申 込 方 法：利用月の２ヶ月前に実施する「福祉バス予約会」（下記予定表の

とおり）にご参加ください。応募多数の場合は予約会で抽選を
行います。予約会で利用が決まった団体は必要書類を提出して
ください。

　　※上部団体主催の大会等に利用する場合は随時受付しております。

　◆問い合わせ	 総務係　（27）2525

＜平成30年度予約会開催予定表＞　9時30分受付、予約会10時から行います。

４月利用分 2018.２.13 ７月利用分 2018.５.10 10月利用分 2018.８.10 １月利用分 2018.11.12

５月利用分 2018.３.12 ８月利用分 2018.６.11 11月利用分 2018.９.10 ２月利用分 2018.12.10

６月利用分 2018.４.10 ９月利用分 2018.７.10 12月利用分 2018.10.10 ３月利用分 2019.１.10

平成30年度　福祉バスご利用について

２　月
５㈪
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
連
絡
調
整
会
議

（
10
時
30
分
～
社
協
事
務
所
）

㈫13
福
祉
バ
ス
予
約
会
【
４
月
分
】（
10
時
00
分
～
社
協
事
務
所
）

㈬14
地
域
公
益
活
動
推
進
に
係
る
情
報
交
換
会
（
13
時
30
分
～
社
協
事
務
所
）

㈭15
第
５
回
理
事
会
（
13
時
30
分
～
社
協
事
務
所
）

第
４
回
監
事
監
査
（
15
時
00
分
～
社
協
事
務
所
）

㈫27
町
連
・
民
児
連
協
・
老
連
・
共
募
・
社
協
の
五
者
懇
談
会

（
10
時
00
分
～
社
協
事
務
所
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
平
成
29
年
度
子
育
て
応
援
講
演
会

（
10
時
00
分
～
社
協
事
務
所
）

㈬28
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

（
13
時
30
分
～
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
）

３　月
２㈮
平
成
29
年
度
支
え
合
い
を
広
げ
る
地
域
づ
く
り
交
流
会

（
14
時
00
分
～
北
ガ
ス
文
化
ホ
ー
ル
）

㈯3
千
歳
市
登
録
手
話
通
訳
者
推
薦
審
査
（
13
時
00
分
～
社
協
事
務
所
）

５㈪
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
連
絡
調
整
会
議

（
10
時
30
分
～
社
協
事
務
所
）

㈪12
福
祉
バ
ス
予
約
会
【
５
月
分
】（
10
時
00
分
～
社
協
事
務
所
）

㈫20
第
６
回
理
事
会
（
13
時
30
分
～
社
協
事
務
所
）

㈮23
す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
（
13
時
30
分
～
社
協
事
務
所
）

㈭29
第
１
回
臨
時
評
議
員
会
（
18
時
00
分
～
社
協
事
務
所
）

平成30年２月・３月行事予定


